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★記録を残す、語り継いでいくことの大事さを再認識した。越谷関連の２つの古文書を初めて知った。 

★生き残った人々への支援、再建への取り組みは現代に通じるものを感じた。 

★日本の統治機構は素晴らしい。 

★ 欧米列強来航以前の日本には近代化で失

われたものがあり、ある意味では豊かで平穏だったということでも

ある。 

★越谷市の歴史文化にも興味がわき、もっと深く知れたらと思いま

した。 

★大変な災害があった事、その対応が率直で画期的だった事、素晴

らしいと思いました。この事例を現在の日本にあってどのような教

訓、対処と出来ることはないか････生涯学習課として、過去を振り

返ることにあきたらず、今後、未来に思いを馳せていってほしい。 

★観音堂奉仕会の代表者の言葉、大切な内容だと感じました。 

★22～29 歳頃に前橋市、52～54 歳に熊本市で仕事をしていまし

た。懐かしさを感じました。 

★自然災害と向き合った人々の熱い息吹を感じました。先

人達を見習いたいものです。 

★日本は火山国です。他人事ではなく常にこの様な事例を

念頭において日常を過ごしたいと思います。 


